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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市職員採用試験【令和３年４月１日採用予定】

■問本所職員課☎内線326

■募集職種・受験資格
▷ 初級行政（高卒程度）…平成11年４月２日～平成
15年４月１日に生まれた方（４年制大学を卒業し
た方及び卒業する見込みの方を除く）
▷ 技能職（高卒程度）…昭和56年４月２日～平成15
年４月１日に生まれた方
▷ 消防士（高卒程度）…平成３年４月２日～平成15
年４月１日に生まれ、原則として採用後鶴岡市に居
住することができ、普通自動車運転免許（ＡＴ車限
定を除く）を有する方または令和３年４月末までに
取得見込みの方
■試験日時・会場
▷１次試験・

庄 内地域在住の方
　　　９月27日○日午前10時
　　　鶴岡会場（総合保健福祉センター「にこ♥ふる」）

・

庄内地域以外に在住の方（全国の試験会場でオン
ライン受験）

　　　９月20日○日～27日○日
　　　各地のテストセンター
▷ ２次試験
１次試験に合格した方を対象に、10月下旬に実施　
　予定
・初級行政、技能職…市役所本所
・消防士…消防本部
■申込み受付
　・ 試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲載して
います

　・ 申込みは８月１日○土～31日○月に市HP「電子申請」
からの手続きを原則とします。電子申請ができな
い場合はご相談ください

　

市
長
と
い
う
仕
事
柄
、
様
々
な
分
野
の
方

と
お
会
い
し
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
う
。

あ
る
時
、
こ
ち
ら
か
ら
話
し
掛
け
る
と
、
荘

内
病
院
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
た
。

こ
の
話
を
含
め
、
病
院
や
医
療
の
話
を
本
欄

に
書
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
つ
い
時
間
が

た
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
に
高
度
に
専
門
的
な

領
域
を
含
む
こ
と
も
あ
り
、
筆
を
執
る
の
に

覚
悟
が
要
り
、
と
う
と
う
今
回
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

そ
の
方
は
、
山
形
市
在
住
の
方
だ
っ
た
。

平
成
30
年
の
秋
、
夜
釣
り
の
た
め
に
鶴
岡
の

海
へ
。
そ
の
際
、
指
に
釣
針
が
刺
さ
り
取
れ

な
く
な
っ
た
。
荘
内
病
院
の
救
急
セ
ン
タ
ー

を
受
診
し
、
釣
針
を
除
去
、
と
て
も
親
切
に

し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
荘
内
病
院
に
そ
の

こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
特
別
な
印
象

は
な
く
、
通
常
の
対
応
を
し
た
」
旨
の
回
答

だ
っ
た
が
、
実
は
別
の
医
療
機
関
で
は
釣
針

を
取
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
り
、

よ
う
や
く
除
去
し
て
も
ら
え
た
際
の
患
者
側

の
安
ど
し
た
気
持
ち
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。

　

７
月
８
日
、
市
立
荘
内
病
院
と
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院
と
の
連
携
協
定
が
締

結
さ
れ
た
。
健
康
で
長
生
き
し
た
い
。
地
方

で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
地
域
医
療
の

体
制
の
充
実
は
誰
も
が
抱
く
切
実
な
願
い
だ
。

希
少
が
ん
な
ど
治
療
が
難
し
い
が
ん
に
同
病

院
の
専
門
的
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
地
方
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
心
強
い
こ
と

は
な
い
。

　

協
定
締
結
の
翌
日
に
訪
問
を
受
け
た
際
、

が
ん
に
対
す
る
鶴
岡
市
民
の
理
解
の
高
さ
は

全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
と
の
お
話
を
伺
っ
た
。

が
ん
患
者
の
療
養
を
家
族
、
地
域
で
支
え
る

長
年
の
取
り
組
み
や
、「
か
ら
だ
館
」
の
取

り
組
み
な
ど
の
こ
と
だ
と
思
う
が
、
が
ん
医

療
の
最
先
端
を
担
う
先
生
の
言
葉
は
う
れ
し

鶴岡市経営継続支援金の申請はお済みですか
■問経営継続支援金事務室（マリカ）☎080‐2846‐8562

■対　　象 市内に本社もしくは本店を置く中小企業事業者、または市内に住所を有する個人事業主
■補  助  額　 20万円
■主な要件 ・ 昨年３月～５月の３か月の売上平均が20万円以上である
　　　　　　・今年３月～５月の内、いずれかの月の売上が前年同月と比較して20％以上減少している
　　　　　　※ 詳しい要件や申請書類等は市HPでご確認ください。
■申  込  み　 ８月31日○月必着で　〒997‐0015　市内末広町３‐１マリカ東館３階庄内産業振興センター内

鶴岡市経営継続支援金事務室に郵送で申請

新型コロナウイルス感染症の影響で売上げが大きく減少したにもかかわらず、国の持続化給付金の対象に
ならなかった事業者を支援するため、鶴岡市が独自に経営継続支援金を支給します。
　小売業や製造業、サービス業をはじめ、農業や漁業など幅広い業種で申請できます。

（31）
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

コロナに関する差別・偏見をなくしていくために

メッセージリレー №１
■問本所地域包括ケア推進室☎内線707

　新型コロナウイルス感染症に関する差別や偏見を防
止する呼び掛けをリレー形式で紹介していきます。
　１回目は赤川花火大会実行委員会の皆様からメッセ
ージをお寄せいただきました。

新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA) のご案内
■問本所地域包括ケア推進室☎内線707

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止につながる
よう、厚生労働省は「新型コロナウイルス接触確認
アプリ（COCOA)」を開発しました。
このアプリは、スマートフォンの近接通信機能

（ブルートゥース）を利用して、ほかの利用者と近
接した場合に「接触」として検知。お互いに分から
ないようプライバシーを保護して、新型コロナウイ
ルス感染症の陽性者と接触した可能性がある場合、
通知を受け取ることができます。

　利用者は、陽性者と接触した可能性が分かるため、
検査の受診など保健所のサポートを早く受けること
ができます。アプリの利用者が増えることで、感染
拡大の防止につながることが期待されます。
　自分を守り、大切な人を守り、地域と社会を守る
ために、インストールをお願いします。

▷ 詳しい情報の確認とアプリのインスト
ールはこちらから（厚生労働省HP）

今年は戦後75年の節目です

鶴岡市平和都市宣言記念の集い
■問本所総務課☎内線300

■日時　８月10日○月午後１時　
■会場　中央公民館
■内容　ハープと二胡の演奏、詩の朗読、合唱、

戦争体験者の話

本市は平成23年に「平和都市」を宣言して
います。平和の尊さを再認識し、二度と戦争
を起こさない誓いを新たにしましょう。

鶴
岡
市
平
和
都
市
宣
言

世
界
の
恒
久
平
和
実
現
は
、
人
類

共
通
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、
今
な
お
武
力
紛
争
な
ど

に
よ
り
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ
、
世
界

の
平
和
に
大
き
な
脅
威
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

に
住
む
私
た
ち
は
、
核
兵
器
を
は
じ

め
と
す
る
大
量
破
壊
兵
器
の
速
や
か

な
廃
絶
を
訴
え
ま
す
。
私
た
ち
鶴
岡

市
民
は
戦
争
の
な
い
永
遠
の
平
和
と

文
化
の
構
築
を
強
く
決
意
し
、
こ
こ

に
「
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
ま
す
。

赤川花火大会は鶴岡市と連携して、コロナと闘っている
医療従事者の皆さんを応援しています。しかし、その医療
従事者等に対する差別や偏見が社会
的に問題となっています。コロナが
怖いのは皆同じです。私たちの命と
健康を守るために頑張っている皆さ
んにエールを送り、みんなでこの困
難を乗り越えていきましょう。

赤川花火大会実行委員会

か
っ
た
。
私
か
ら
も
鶴
岡
に
は
文
化
活
動
な

ど
勉
強
熱
心
な
市
民
性
が
あ
り
、
体
の
こ
と

病
気
の
こ
と
に
つ
い
て
も
も
っ
と
学
び
た
い

と
い
う
方
々
が
い
る
と
、
返
す
言
葉
に
力
が

入
っ
た
。

　

市
民
の
勉
強
熱
心
さ
、
荘
内
病
院
に
対
し
、

改
善
し
よ
り
良
い
病
院
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
は
、
時
と
し
て
情
報
提
供
の
不
足

も
相
ま
っ
て
厳
し
い
ご
意
見
と
な
り
私
の
も

と
に
も
届
い
た
。「
鶴
岡
の
医
療
を
な
ん
と

か
せ
ね
ば
の
」
と
民
間
の
研
究
会
も
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。
市
民
の
期
待
に
応
え
る
病
院

と
な
る
た
め
に
行
政
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

昨
年
度
、
市
健
康
福
祉
部
に
「
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
室
」
を
設
置
し
、
ま
た
、「
鶴
岡
市

地
域
医
療
を
考
え
る
市
民
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。
課
題
は
多
方
面
に
及
ぶ
が
、
荘
内

病
院
が
地
域
で
果
た
し
て
い
る
役
割
、
日
夜

奮
闘
し
て
い
る
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

市
民
の
皆
様
自
身
か
ら
発
信
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
と
の
思
い
も
あ
っ
た
。
庄
内
全
域
に
お

い
て
救
急
搬
送
の
約
４
割
、
ハ
イ
リ
ス
ク
分

娩
の
約
６
割
、
脳
血
管
内
手
術
件
数
の
約
９

割
を
担
う
な
ど
、
荘
内
病
院
は
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
荘
内
病

院
で
は
、「
市
民
委
員
会
」
や
広
報
誌
「
黎

明
」
な
ど
を
通
じ
積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
。

「
ま
だ
ま
だ
改
善
し
て
ほ
し
い
」
そ
う
い
う

声
を
伺
う
の
は
事
実
だ
が
、「
荘
内
病
院
が

変
わ
っ
て
き
た
、対
応
が
良
く
な
っ
て
い
る
」

と
い
う
前
向
き
な
声
も
頂
い
て
い
る
。
大
正

2
年
に
東
西
田
川
郡
の
組
合
立
病
院
、
庄
内

地
方
唯
一
の
総
合
病
院
と
し
て
誕
生
し
た
荘

内
病
院
。
１
０
７
周
年
の
伝
統
に
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院
と
の
連
携
が
加
わ
り
、

「
が
ん
相
談
外
来
」
の
開
設
、
そ
し
て
将
来

の
遠
隔
診
療
の
実
現
へ
と
期
待
が
広
が
る
。

　

荘
内
病
院
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
プ
ラ
タ

ナ
ス
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
コ
ス
島
か
ら
鶴
岡
養

護
学
校
へ
、
そ
し
て
荘
内
病
院
へ
と
引
き
継

が
れ
て
き
た
。
今
回
の
ご
縁
が
、
プ
ラ
タ
ナ

ス
の
つ
な
が
り
の
様
に
鶴
岡
で
の
医
療
従
事

を
目
指
す
若
い
世
代
に
、
そ
し
て
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
、
希
望
の
灯
の
一
つ
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

「医療従事者応援プロジェクト」
　口座振込等で2,000円以上の寄附をした方に「はなぶう」
の限定ステッカーを贈呈しています。詳しくは市HP。
☆寄附額の状況（７月14日現在）：148件、110万8,500円
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続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者
変
更
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７　

■他
市
HP

子
育
て
・
教
育

来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

各
日
午
後
に
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
９
月
上
旬
に
郵
送
す
る
案
内
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

会
場
（
お
住
ま
い
の
学
区
等
）

９月
16
日
○水
京
田
小
（
同
小
学
区
）

17
日
○木
豊
浦
小
（
同
小
学
区
）

18
日
○金
大
山
小
（
同
小
学
区
）

藤
島
小
（
藤
島
地
域
）

25
日
○金
朝
暘
五
小
（
同
小
学
区
）

29
日
○火
あ
さ
ひ
小
（
同
小
学
区
）

30
日
○水
西
郷
小
（
同
小
学
区
）

10月
１
日
○木
湯
野
浜
小
（
同
小
学
区
）

２
日
○金
羽
黒
小
（
羽
黒
地
域
）

６
日
○火
櫛
引
西
小
（
櫛
引
地
域
）

７
日
○水
あ
つ
み
小
（
温
海
地
域
）

８
日
○木
朝
暘
一
小
（
同
小
学
区
）

９
日
○金
朝
暘
二
小
（
同
小
学
区
）

13
日
○火
朝
暘
六
小
（
同
小
学
区
）

斎
小
（
同
小
学
区
、
黄
金
小
学
区
）

14
日
○水
朝
暘
三
小
（
同
小
学
区
）

朝
暘
四
小
（
同
小
学
区
）

16
日
○金
大
泉
小
（
同
小
学
区
、
上
郷
小
学
区
）

28
日
○水
に
こ
♥
ふ
る
（
未
受
診
者
）

■対
平
成
26
年
４
月
２
日
〜
27
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
（
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
避
難
等
で
本
市
に
住
所
の
な

い
児
童
も
受
診
が
必
要
で
す
）　

■問
学
校
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

　　　 ■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

は
月
額
1
万
６
、
５
４
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
た
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、

納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
加
算
し

て
受
け
取
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基

礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給
す
る
場
合

は
、
付
加
年
金
も
老
齢
基
礎
年
金
と
同
率
で

減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

■対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）　

■問
鶴

岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国

保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

税市
税
等
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

■
公
売
方
法　

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
競
り
売

り　

■
参
加
申
込
み　

８
月
14
日
○金
午
後
１

時
〜
31
日
○月
午
後
11
時

■
公
売
期
間

９

月
４
日
○金
午
後
１
時
〜
６
日

○日
午
後
11
時　

■問
本
所
納
税

課
☎
内
線
２
１
７

■他
市
HP
。

滞
納
税
が
納
め
ら
れ
た
場
合

に
、
中
止
に
な
る
動
産
あ
り

固
定
資
産
所
有
者
の
死
亡
に

伴
う
手
続
き
忘
れ
に
注
意

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
人
な
ど
固
定
資
産
税
の
新
た
な
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い

る
25
歳
〜
50
歳（
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

の
女
性　

②
抗
体
価
が
不
十
分
と
判
定
さ
れ

た
①
の
夫
及
び
同
居
家
族　

③
妊
婦
（
抗
体

価
が
不
十
分
ま
た
は
妊
婦
検
診
で
の
風
し
ん

抗
体
価
検
査
結
果
判
定
前
）
の
夫
及
び
同
居

家
族

■
助
成
額　

全
額
（
１
人
１
回
、
市

指
定
医
療
機
関
以
外
で
実
施
し
た
場
合
は
償

還
払
い
〈
上
限
あ
り
〉）　

■申
印
鑑
（
併
せ
て

対
象
②
の
方
は
検
査
結
果
、
対
象
③
の
方
は

母
子
健
康
手
帳
な
ど
）
を
お
持
ち
の
上
、
事

前
に
健
康
課
☎
内
線
３
７
３
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
次
の
方
は
対
象
外　

▽
現
在
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る　

▽
過
去
に
風
し
ん
抗
体
価
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る　

▽
風
し
ん
に
か
か

っ
た
こ
と
が
あ
る　

▽
風
し
ん
予
防
接
種
を

２
回
以
上
受
け
た
こ
と
が
あ
る

高
齢
者
に
長
寿
の
お
祝
い
を

お
届
け
し
て
い
ま
す

■日
９
月
下
旬
頃
ま
で

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳

の
方
（
米
寿
。
昭
和
８
年
生
ま
れ
）
…
市
か

ら
賀
詞　

数
え
歳
99
歳
の
方
（
白
寿
。
大
正

11
年
生
ま
れ
）
…
県
知
事
か
ら
賀
詞　

満
１

０
０
歳
の
方
（
大
正
９
年
４
月
１
日
〜
大
正

10
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
…
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
祝
状
と
記
念
品　

■問
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
１
８
２

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
に

つ
い
て

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
令
和
2
年
度

健
康
・
福
祉
・
年
金

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０

よ
い
歯
の
長
寿
賞
の
募
集

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■対
昭
和
15
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過
去

に
受
賞
し
た
方
を
除
く
）　

■
応
募
方
法

８
月
19
日
○水
〜
９
月
18
日
○金
に
鶴
岡
地
区
歯

科
医
師
会
に
加
入
の
歯
科
医
院
へ
（
そ
の
場

で
無
料
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
）　

■問
健
康

課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４
ま
た
は

市
内
歯
科
医
院
へ

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

６
月
に
県
内
で
風
し
ん
が
発
生
し
ま
し
た
。

風
し
ん
の
第
５
期
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者

に
、
無
料
で
風
し
ん
の
抗
体
検
査
と
予
防
接

種
が
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
早
め
の
受
検
・
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
２
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

成
人
の
風
し
ん
抗
体
価
検
査
・

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
を
予
防
す
る
た
め
、
成
人
の

風
し
ん
抗
体
価
検
査
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す
。
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ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ　
　
　
　
　
　

資
格
取
得
の
た
め
の
助
成

▼
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金　

■対
資
格
取

得
の
た
め
の
養
成
機
関
に
１
年
以
上
通
学
す

る
方
（
最
長
４
年
間
）　

■
支
給
額　

月
額

７
万
５
０
０
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
月
額
10
万
円
）　

■他
給
付
金
を
受
給
の
方

を
対
象
に
助
成
制
度（
生
活
応
援
給
付
金〈
■

支
給
額　

月
額
５
万
円
〉、
住
ま
い
応
援
給

付
金
〈
■対
民
間
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方　

■
支
給
上
限
額　

月
額
２
万
円
〉）
あ
り

▼
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金　

■対
就
職
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
指
定
の
教
育
訓

練
講
座
を
受
講
し
た
方　

■
助
成
額　

受
講

料
等
の
60
％
の
額
（
上
限
20
万
円
〈
雇
用
保

険
法
で
定
め
る
一
般
教
育
訓
練
給
付
金
を
受

給
で
き
る
方
は
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た
額
〉）　

▼
共
通　

■対
20
歳
未
満
の
子
供
を
扶
養
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方　

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５

０　

■他
要
事
前
相
談
。
市
HP

生
活
・
そ
の
他

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に 

８
月
１
日
〜
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
の
届
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
現
況
の
届
出
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

に
は
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
届
出
期

間
等
を
確
認
し
、
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内

線
１
５
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
設
受
付
会
場　

■日
８
月
３
日
○月
〜
７
日

○金
…
午
前
９
時
〜
午
後
７
時　

８
日
○土
・
９

日
○日
…
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■場
市
役
所

本
所
別
棟
２
号
館
21
号
会
議
室

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
を
支
給
し
ま
す

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
令
和

２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ

て
い
る
（
申
請
不
要
）　

②
公
的
年
金
等
を

受
給
し
て
い
て
、
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
全
部
停
止
さ
れ
た
（
申

請
必
要
）　

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
と
同
じ
水
準
と
な
っ
た（
申
請
必
要
）　

■
給
付
額　

１
世
帯
５
万
円
（
第
２
子
以
降

が
い
る
場
合
、
１
人
当
た
り
３
万
円
を
上
乗

せ
）　

■
追
加
給
付　

対
象
①
ま
た
は
②
に

該
当
す
る
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
方
に

は
１
世
帯
当
た
り
５
万
円
を
追
加
で
給
付
し

ま
す
（
申
請
必
要
）　

■問
本
所
子
育
て
推
進

課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０

だ
だ
ち
ゃ
豆
が
旬
を
迎
え
ま
す
！ 

８
月
８
日
は「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
枝
豆
の
中
で
も
甘
味
・
う

ま
味
が
強
く
、
夏
バ
テ
予
防
や
美
容
に
も
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
で
は
８
月
上
旬
に
「
甘
露
」「
白
山
」

等
の
品
種
が
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

地
元
の
旬
の
味
覚
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

▼
理
由　

▽
「
だ
だ
ち
ゃ
」
は
「
お
や
じ
（
パ

パ
）」
を
意
味
し
「
８
８
」
は
「
パ
パ
」
と

読
め
る
か
ら　

▽
数
字
の
「
８
」
が
２
粒
さ

や
が
多
い
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
特
徴
を
表
し
て
い

る
か
ら　

▽
旬
の
お
い
し
い
時
期
だ
か
ら　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
０

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す

　

関
東
大
震
災
等
の
災
害
を
教
訓
に
、
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
場
所
、
避
難
す
る
際

の
非
常
用
持
ち
出
し
品
、
家
族
と
の
連
絡
方

法
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る 

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

　

計
量
法
に
よ
っ
て
定
期
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■場
・
■日
①
羽
黒
体
育
セ
ン
タ
ー
…
９
月
14
日

○月　

②
藤
島
庁
舎
バ
ス
車
庫
棟
…
15
日
○火　

③
櫛
引
庁
舎
車
庫
棟
…
16
日
○水　

④
朝
日
庁

舎
車
庫
棟
…
17
日
○木　

⑤
鼠
ヶ
関
公
民
館
…

24
日
○木　

⑥
温
海
庁
舎
正
面
玄
関
前
…
25
日

○金　

■時
①
〜
④
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分

⑤
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
　
⑥
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分　

■
検
査
手
数
料　

１

台
３
０
０
円
〜
３
、
２
０
０
円　

■問
本
所
商

工
課
☎
内
線
７
０
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産

業
建
設
課
へ

あ
な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い　
　

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■対
次
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年
以
上
の

経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従
事
し
て

い
る　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の
地
位
向

上
及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
技
術
者

の
模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
９
月
４
日
○金
ま

で
推
薦
書
を
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
３
へ　

■他
市
HP浄

化
槽
の
使
用
休
止
と
使
用

再
開
の
届
出
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
法
が
改
正
さ
れ
、
４
月
か
ら
、
個

人
が
設
置
し
た
浄
化
槽
の
使
用
を
休
止
ま
た

は
再
開
す
る
際
は
、
届
出
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
休
止
を
届
け
出
る

場
合
は
、
届
出
書
に
清
掃
の
記
録
の
添
付
が

必
要
で
す
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。


